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A study on the communication skills of the radiological student. 
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Aim: The purpose of this study is to investigate the radiological technologist student of communication skills. 
In addition, The communication in the team medical care, is a very significant action. We therefore used the 
method of “Japanese version of the Rathus assertiveness schedule (J-RAS) and “Self-Rating Scale for 
Functioning of Individuals with Mental Disorders, it was conducted a survey to the radiological technologist 
student. Method: Performed twice questionnaire investigation for the same student, it was compared with 
using a number of score. Result : the number of the radiological technologists were 63 in 2014 and 59 in 
2015.  Total scores for assertiveness were 0.73(SD=15.27) and -8.54(SD=22.89), respectively. Total scores 
for assertiveness were 3.95（SD=14.65）, respectively.  And also, total scores for participatory aspect of Self-
Rating Scale for Functioning of Individuals with Mental Disorders were 51.20(SD=9.30) and 50.09(SD=13.4), 
activity aspect were 41.28(SD=7.70) and 40.58(SD=11.08), respectively. Discussion: The study subjects 
appeared to be assertive. However, it was found that assertive is decreased with the passage of time.In the 


















ーニングの必要性を 1949 年に Andrew Salter がそ
の提唱し、1970 年代初頭にはアサーション・トレ





















対象者は H 大学診療放射線学科に 2014 年度に入
学した学生とし、同一学生を年度別に A グルー
プ、B グループと 2 つに分けた。A：診療放射線
学科 1 年生（2014 年）、B：診療放射線学科 2 年
生（2015 年）。年齢内訳は A グループの年齢が
18 歳から 24 歳で平均年齢 19.3 歳、B グループ
の年齢は 19 歳から 24 歳で、平均年齢 20.3 歳で
あった。なお、本研究のデータ収集は入学 3 ヶ月









表 1 尺度評価のための項目概要 (J-RAS) 





































プ単体での J-RAS の検討と、②A グループと B
グループ間による「精神障害者生活機能評価尺
度」について検討、の 2 つについて実施した。 
 
2.3 統計手法 

























 また、本研究は H 大学倫理委員会の承認を得て
実施した (倫理申請番号 95) 。 
 
3 結 果 
以下に結果を示す。アンケートの回収率は 2 回
実施し、それぞれ 100％であった。そのうち有効回
答数は 59 名であり、有効回答率は 93.7％であっ
た。 
①J–RAS の結果および比較 
J-RAS の合計得点について、-21 から 40 までの
数値で平均値は 3.95（SD=14.65）であった。目標
値（-10 から 10 まで）の範囲内であった研究対象
者は 37 名であった。図 1 は 10 点ごとに区分した
合計得点の人数の分布を示している。また図 2 示
す J-RAS の下位項目について、「不正に対する不
満」は-12 から 8 までの数値で平均値は-3.70
（SD=4.35）であった。「率直な議論」は-8 から 10
までの数値で平均値は 0.86（SD=4.13）であった。
「気転のきかない自己表現」は-11 から 11 までの
数値で平均値は 0.94（SD=4.41）であった。「自発
性」は -6 から 8 までの数値で平均値は 1.50
（SD=2.81）であった。「自発的な会話の流暢さ」
は-7 から 7 までの数値で平均値は 0.58（SD=3.28）
であった。「人前での対決回避」は-7 から 12 の数
値で平均値は 1.89（SD=3.77）であった。「仕事上
の自己主張」は-6 から 12 までの数値で平均値は
2.27（SD=3.70）であった。 
 
図 1 J-RAS 合計得点の分布 
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